






WBGT基準値を超える場合の対応
・ WBGT基準値を大幅に超える場合には、原則、作業を行
わないようにしましょう。

・ 暑熱順化した作業者については、下記の時間を目安に、
定期的に休憩を取れるようにし、暑熱順化
していない作業者は、より⾧い時間の休憩を取れるよう
に配慮しましょう。

WBGT基準値からの超過休憩時間の目安

それ以上３℃程度超過２℃程度超過１℃程度超過
1時間あたりの休憩時間

作業中止が望ましい４５分以上３０分以上１５分以上

５．熱中症を防ぐためには

① WBGTの低減など
WBGT指数計で作業現場のWBGTを確認してください。 WBGTが、WBGT基準値を超える（お

それがある）作業場所においては、簡易な屋根、通風、冷房設備、ミストシャワー等の散水設備な
どを設置し、WBGTを提言するよう検討しましょう。
② 休憩場所の整備など
作業場所の近くに冷房を備えた休憩場所又は日陰等の涼しい休憩場所を確保しましょう。
休憩場所には氷、冷たいおしぼり、飲料水、塩飴、経口補水液などを設置しましょう。

① 作業時間の短縮など
WBGTが高いときは、単独作業を控え、WBGTに応じて作業の中止、こまめに休憩をとる、日

陰の所から作業を行うなどの工夫をしましょう。
② 熱への順化
暑さに慣れるまでの間は十分に休憩を取り、１週間程度かけて徐々に身体を慣らしましょう。
特に、梅雨明けの時期、入職直後や夏季休暇明けの方は注意が必要です。
③ 水分・塩分の摂取
のどが渇いていなくても定期的に水分・塩分を取りましょう。

（２）作業管理

（１）作業環境管理

熱中症予防啓発キャラクター

「評価期間の少なくとも１週間以前から同様の全労働期間、高温作業条件（又
は類似若しくはそれ以上の極端な条件）にばく露された人」をいいます。
夏季休暇等で熱へのばく露が中断すると、４日後には暑熱順化の顕著な喪失

が始まることに留意しましょう。

暑熱順化者とは

WBGT基準値については、
以下のサイトを参考にしてください

【職場のあんぜんサイト】
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建設業では全体の83%が屋外での作業で発生しており、製造業では全体の90%が
屋内での作業で発生しております。その他の業種では、屋内及び屋外に関わらず発
生しています。
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（３）業種別での熱中症発生場所（令和６年）（３）業種別での熱中症発生場所（令和６年）
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（４）年齢別発生状況 （５）暑さ指数分布図から見た発生状況（５）暑さ指数分布図から見た発生状況

年齢別では、20歳代で23％、
50歳代で22％を占めており、
年齢に関係なく熱中症が発生
しています。

災害発生時の気温と湿度から求めたWBGTによ
ると、WBGT「危険レベル」及び「厳重警戒レベ
ル」で全体の約９割を占めています。

注意 警戒 厳重警戒 危険
25度未満 25～28℃ 28～31℃ 31℃以上

WBGT値

※１　気温及び湿度は金沢地方気象台による観測値
※２　WBGTは、日本生気象学会「日常生活における熱中症予防指針」における「室内を対象とした気温と相
対湿度からWBGTを簡易に推定する図」を参考に算出
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